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一
曲
臓
騒
緩
速
饗
一

－
（
、
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

市
町
村
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
を
い
高
い

回
答
率
で
あ
っ
た
。

（
住
居
は
二
戸
建
住
宅
が
圧
倒
的
）

（
日
割
副
査
の
彗

こ
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月

現
在
の
遠
賀
町
有
権
者
一
万
二
二
九
人

を
母
集
団
と
し
、
一
五
五
二
人
を
、
系

統
抽
出
法
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
。
後
に

述
べ
る
サ
ン
プ
ル
の
属
性
か
ら
も
明
ら

か
を
よ
う
に
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
は
、
十

分
に
、
母
集
団
で
あ
る
遠
賀
町
会
有
権

者
を
代
表
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

0
定
住
志
向
と
生
活
環
境
評
価
　
口
日

常
の
生
活
行
動
お
よ
び
近
隣
関
係
∴
臼

遠
賀
町
の
将
来
像
∴
⑲
　
具
体
的
な
諸

施
策
に
対
す
る
期
待
　
田
町
行
政
と
住

民
と
の
パ
イ
プ
、
の
五
本
を
柱
と
し
、

二
五
の
設
問
と
フ
ェ
イ
ス
‥
シ
ー
ト
（

性
別
・
年
齢
を
ど
の
個
人
の
属
性
を
示

す
）
か
ら
在
る
調
査
票
を
、
五
十
七
年

九
月
は
じ
め
か
ら
中
旬
に
か
け
て
配
付
、

留
置
、
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
調
査

を
行
っ
た
。
調
査
員
は
、
遠
賀
町
境
貝

が
担
当
し
た
。

有
効
回
答
教
は
一
四
三
五
で
、
有
効

回
答
率
九
二
・
五
％
で
あ
っ
た
。
他
の

㈲
属
性
別
に
み
た

標
本
の
性
格

（
女
性
が
わ
ず
か
に
多
い
）

（
0
0
織
代
が
ピ
ー
ク
で
、
2
0
・
0
0
越
代
と
0
0

・
5
0
殿
代
が
そ
れ
ぞ
れ
四
割
を
占
め
る
）

（
町
民
の
学
歴
は
か
な
り
高
い
）
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交

通

手

段

（
勤
め
人
が
多
く
、
自
営
業
者
　
（
展
業

を
含
む
）
　
は
少
敏
派
に
）

（
通
勤
ま
た
は
通
学
先
）

（
通
勤
者
の
半
叡
以
上
は
、
自
家
用
車

で
北
九
州
市
に
）

へ
薪
団
地
住
民
（
新
居
住
地
区
）
　
は
全

体
の
三
割
に
）

最
近
の
宅
地
造
成
に
よ
る
新
興
団
地

は
、
千
代
丸
∴
松
ノ
本
・
緑
光
苑
・
若

葉
台
・
東
和
苑
・
芙
蓉
・
新
町
・
中
央

の
八
地
区
を
形
成
し
、
全
住
民
に
占
め

る
割
合
が
三
一
％
に
達
し
て
い
る
。
ま

た
小
学
校
区
別
人
口
は
、
広
液
中
校
区

が
や
や
少
な
く
、
浅
木
小
校
区
が
や
や

多
い
が
、
お
よ
そ
三
分
割
さ
れ
て
、
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

㊥
土
着
パ
タ
ー
ン
と

転
入
者
の
状
況

（
″
生
え
抜
き
″
町
民
は
全
体
の
二
割

あ
ま
り
に
す
ぎ
な
い
）

出
生
・
育
ち
・
町
在
住
年
数
・
年
齢

を
組
み
合
あ
せ
て
、
次
の
四
つ
の
土
着

パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
た
。

「
生
え
抜
き
型
L
 
I
遷
賀
町
に
生
れ
、

育
ち
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
ず
っ
と
町
内

に
在
住
し
て
い
る
人
。

「
土
着
型
L
 
I
生
れ
、
育
ち
は
と
も

か
く
、
永
年
遼
賞
町
に
在
住
し
て
い
る

人。

「
ヨ
ソ
生
活
型
L
 
I
町
以
外
で
育
ち
、

こ
れ
ま
で
の
大
半
を
町
以
外
で
生
活
し

て
き
た
人
。

「
中
間
型
L
 
I
右
記
の
い
ず
れ
の
パ
タ

ー
ン
に
も
入
ら
ず
、
町
、
ヨ
ソ
の
ど
ち

ら
の
生
活
も
と
も
に
経
験
し
て
い
る

人。

（
土
着
パ
タ
ー
ン
）

（
転
入
者
の
半
数
以
上
は
北
九
州
市
か

ら
、
「
持
家
」
、
「
よ
い
自
然
環
境
」

を
求
め
て
来
て
い
る
）

各
地
域
を
性
別
で
み
る
と
、
北
九
州

市
東
部
で
男
性
が
、
宗
像
で
女
性
が
商

い。

転
入
理
由
は
、
「
自
分
の
家
が
持
ち

た
い
」
二
二
％
、
「
自
然
環
境
が
い
い
」

一
四
％
、
「
結
婚
の
た
め
」
一
二
％
、

「
通
勤
に
便
利
」
一
〇
％
、
「
地
価
が

安
い
」
一
〇
％
と
在
っ
て
お
り
、
自
然

環
境
の
い
い
、
土
地
の
比
較
的
安
い
、

通
勤
に
便
利
を
遼
賀
町
に
家
を
た
で
て

㈲
町
民
の
定
住
志
向

来
る
と
い
う
の
が

殿
も
一
般
的
な
転

入
者
の
パ
タ
ー
ン

で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
女
性
の
場
合
は
、

結
婚
の
た
め
の
転

入
が
目
立
つ
。

で
あ
る
。
町
民
の
分
布
は
、
「
生
え
抜

き
型
」
二
三
％
、
「
土
着
型
」
八
％
、

「
中
間
型
」
一
九
％
、
「
ヨ
ソ
生
活
型
」

四
一
％
で
あ
り
、
生
え
抜
き
、
土
着
を

あ
わ
せ
で
も
三
割
に
も
満
た
を
く
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
多
く
の
転
入

者
の
う
ち
で
も
、
居
住
歴
十
年
末
満
が

六
割
に
も
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
転
入
者
と
土
着
吉
の
お
互
い
の
評
価
）

転
入
者
は
、
遠
賀
町
に
住
ん
だ
感
想

を
「
静
か
で
住
み
や
す
く
」
、
「
人
々

の
人
情
の
厚
さ
、
素
朴
さ
、
親
切
」
を

感
じ
を
が
ら
「
交
通
、
買
物
の
不
便
さ
」

「
下
水
処
理
の
不
備
、
賀
用
負
担
の
過

大
」
を
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
土
着
の
人
々
の
転

入
者
へ
の
反
応
は
、
「
利
己
主
義
で
権

利
、
主
張
が
強
く
」
　
「
鶴
力
心
、
連
帯

感
に
欠
け
」
　
「
つ
き
合
い
に
く
い
」
と

言
い
な
が
ら
、
転
入
者
の
　
「
稿
極
性
、

開
放
性
、
冷
静
さ
、
こ
だ
お
り
の
を
さ
、

活
発
性
」
を
評
価
し
て
い
る
。

（
住
民
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
定
住
希

望）
詩
家
事
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
疎

さ
、
良
好
な
自
然
損
規
を
求
め
た
転
入

者
の
増
大
な
ど
を
反
映
し
て
積
極
的
永

住
希
望
（
三
十
％
）
を
ふ
く
め
た
定
住

希
望
は
き
れ
め
て
高
い
。
こ
れ
に
対
し

て
移
転
希
望
は
一
割
に
満
た
を
い
。

（
高
年
齢
、
生
え
抜
き
、
土
着
型
に
積
極

的
永
住
希
望
が
高
い
）

年
齢
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
永
住
希
望

は
上
昇
し
、
二
十
歳
代
十
二
％
に
対
し

て
、
六
十
歳
代
は
実
に
五
三
％
に
遵
し

て
い
る
。
一
方
、
土
群
パ
タ
ン
別
に
み

る
と
、
生
え
抜
き
型
三
八
％
、
土
着
型

五
四
％
と
土
着
層
に
積
極
的
に
永
住
希
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〈定住希望理由〉　　単位（鵜〉

堂
が
商
い
の
に
対
し
て
、
中
間
型
三
〇

％
、
ヨ
ソ
生
活
型
一
九
％
と
低
い
。

（
定
住
希
望
理
由
は
、
主
に
「
土
地
、

（
年
齢
別
定
住
志
向
）

単
位
（
％
）

家
」
と
「
自
然
環
境
」

定
住
を
希
望
す
る
理
由
を
み
る
と
、

「
家
や
土
地
が
あ
る
こ
と
」
　
（
三
四
％
、

（
土
着
パ
タ
ー
ン
別
定
住
志
向
）

鱒
位
（
鵜
）
　
　
．
3

生
抜
型

土
着
型

中
間
型

ヨ
ソ
生
活
型

「
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
（
二
二

％
）
が
群
を
抜
き
、
「
出
身
地
で
あ
る

こ
と
」
　
（
一
一
％
）
、
「
親
戚
、
友
人

が
い
る
」
　
（
九
％
）
と
続
い
て
い
る
。

（
移
転
希
望
は
二
十
織
代
～
四
十
成
代

の
女
性
に
多
い
）

移
転
希
望
は
全
体
的
に
は
少
数
で
あ

る
が
、
移
転
可
能
性
の
高
い
若
年
層
の

女
性
が
、
「
便
利
の
悪
さ
」
、
「
人
づ

き
合
い
の
悪
さ
」
、
「
人
の
目
が
う
る

さ
い
」
在
と
を
訴
え
て
い
る
。

㊥
身
近
を
環
境
に
対

す
る
住
民
の
評
価

（
安
全
性
、
便
利
さ
に
は
厳
し
く
、
快

適
性
、
教
育
、
文
化
に
は
比
較
的
高
い

評価）保
健
・
衛
生
、
安
全
性
、
便
利
さ
、

快
適
さ
、
教
育
・
文
化
、
穏
祉
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
六
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
四
項
目
合
計
二
四
項
目
に
つ
い
て
、

四
段
階
（
よ
い
、
ま
あ
よ
い
、
あ
ま
り

よ
く
な
い
、
わ
る
い
）
　
の
評
価
を
求
め
、

そ
れ
を
点
数
化
し
て
、
各
項
目
の
平
均

点
を
計
算
し
た
。

二
四
項
目
中
、
評
価
の
低
い
項
目
は
、

夜
道
の
明
る
さ
、
子
供
の
遊
び
場
、
公

園
・
広
均
の
利
用
し
や
す
さ
、
野
犬
対

策
、
生
活
道
路
の
安
全
さ
で
あ
り
、
分

野
別
に
、
こ
れ
ら
の
項
目
が
三
つ
含
ま

れ
る
　
「
安
全
性
」
　
に
対
す
る
評
価
が
低

評
価
の
高
い
項
目
は
、
「
繰
・
自
然

の
豊
か
さ
」
、
「
小
学
校
の
教
育
」
、

「
近
所
づ
き
合
い
」
、
「
町
内
の
体
育

活
動
」
、
「
中
学
校
の
教
育
」
を
ど
で

あ
り
、
分
野
別
で
は
、
教
育
・
文
化
、

快
適
さ
が
も
っ
と
も
高
い
。

（
新
居
住
者
地
区
の
締
価
が
高
い
）

現
在
の
遠
賀
町
で
は
、
梓
に
生
活
に

密
着
し
た
環
塊
に
つ
い
て
は
、
新
居
住

者
地
区
と
旧
居
住
者
地
区
で
の
差
が
客

観
的
に
も
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
を
主
観
的
を
評
価
で
み
て
も
、
全

般
的
に
、
新
居
住
者
地
区
の
評
価
が
高

旧
居
住
者
地
区
で
評
価
の
目
立
っ
て

低
い
項
目
は
、
「
下
排
水
処
理
」
、
「

公
園
、
広
場
の
利
用
し
や
す
さ
」
、
「
子

供
の
遊
び
場
」
で
あ
り
、
旧
居
住
吉
地

区
で
の
都
市
的
機
能
の
立
ち
遅
れ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
新
居
住
者
地
区
で
の
評
価
の

低
い
項
目
は
、
「
野
犬
対
策
」
と
「
ポ

ス
ト
、
公
衆
電
話
の
利
用
の
し
や
す
さ
」

の
み
で
あ
り
、
旧
居
住
者
地
区
と
の
差

も
わ
ず
か
で
あ
る
。

（
環
境
全
体
に
対
す
る
満
足
度
は
や
や

低い）遠
賀
町
全
体
の
生
活
環
境
に
対
す
る

満
足
の
程
度
を
、
四
段
階
で
評
価
を
求

め
た
結
果
、
「
満
足
」
　
（
非
常
に
、
ま
あ

ま
あ
満
足
を
合
わ
せ
た
も
の
）
は
五
人
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〈町民の身近かな環境評価〉

－2　　　　－1　　　0 � �＋1　　　＋2 

1．下水．排水処理 � � 

2．し尿処理 

3．ゴミ処理 

5．夜道の明るさ 

i i �／＋0・23（全平助 
8．野犬対策 

10．買物の便利さ 

13．線自然の豊かさ 

15．i田富少ない 

i 

18．中学校の教育 � 

2．子供の遊び場 �i 

24．億簾づくり対策 �i 

〈日常の生活行動〉

遠賀町内 �北九州市 �中間市 �芦屋町 �岡垣町 �その他 

三二二二二ミミ：ミ＿嚢、、、、 
50・9　　　　　　1　21．6　i5．6116．713．2 生鮮食料品

日用雑賞品

衣料品，家具

繊薬．レジャー

医　　　　　療

文化教義活動

体　育　活　動

％
と
あ
ま
り
高
く
な
く
、
「
不
満
足
」

が
三
七
％
と
か
を
り
み
ら
れ
た
。

遠
賀
町
の
は
あ
い
、
全
体
的
を
満
足
度

の
平
均
得
点
…
は
、
個
々
の
窮
境
に
対

す
る
評
価
の
全
項
目
平
均
得
点
…
よ
り

低
い
。
土
着
層
の
多
い
他
の
市
町
村
で

は
、
各
項
目
で
の
評
価
は
か
ち
り
き
び

し
く
で
も
、
全
体
的
な
満
足
度
で
は
そ

の
基
準
が
ゆ
る
む
は
あ
い
が
多
い
。
永

年
住
み
な
れ
た
土
地
で
、
「
心
の
か
よ

う
住
み
や
す
い
」
と
い
う
プ
ラ
ス
α
の

評
価
が
あ
ら
あ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

遠
賀
町
で
は
、
土
着
層
が
三
割
に
満
た

な
い
こ
と
を
反
映

し
て
、
そ
う
し
た

プ
ラ
ス
α
要
素
の

欠
如
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。

町
づ
く
り
の
基

本
を
「
な
ん
と
を

〈
住
み
や
す
い
ま

ち
」
　
に
お
く
と
す

れ
ば
、
こ
う
し
た

全
体
的
満
足
度
を

引
き
上
げ
る
施
策

が
望
ま
れ
よ
う
。

㈲
日
常
の
生
活
行
動
と

日
頃
困
っ
て
い
る
こ
と

（
遠
賀
町
で
の
買
物
は
食
料
、
日
用
雑

貨
植
皮
）
遠
賀
町
内
で
の
賢
物
は
、
生
鮮
食
料

品
五
九
％
、
日
用
雑
貨
品
五
〇
％
の
ご
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つよく競っている �　　事位（鵜） 21．3 

少しは残っている 全く撮っていない �。．92－・442巌 

〇一一一〇町民全体 

2　　　　1　　　　0　　　　－1　　　－2 

明　る　い†し、 �暗　　　　　い 

活気のある　th 　　l �沈　　ん∴∴だ 

暖　　か　　い　　　賀 �冷　　た　　い 

′＼ 清潔な持 　il �不　　潔i∴食 

薄ら基いへ、〈、 �がさがさした 

ヽヽ 開放的、＼ 　　　ハ �閉　類　的 

I 若々しい　　費 �▲　　　　　老　　い　　た 

く
身
近
を
品
物
に
限
ら
れ
、
衣
料
、
家

具
を
ど
は
七
％
程
度
で
、
圧
倒
的
に
北

九
州
市
七
五
％
に
出
向
い
て
い
る
。
さ

ら
に
、
生
鮮
食
料
品
や
日
用
雑
貨
品
で

さ
え
、
二
割
～
三
割
は
北
九
州
市
が
占

め
て
い
る
。

（
鯛
楽
、
レ
ジ
ャ
ー
、
文
化
・
教
義
活

動
の
比
重
は
北
九
州
市
に
）

医
療
、
体
育
活
動
は
半
数
以
上
が
遠

賀
町
内
で
行
を
っ
て
い
る
が
、
娯
楽
、

レ
ジ
ャ
ー
は
六
割
以
上
、
文
化
、
教
養

活
動
は
四
割
以
上
を
北
九
州
市
に
負
っ

て
い
る
。
遠
賀
町
民
の
多
く
の
日
常
活

動
、
北
九
州
市
と
の
連
携
は
今
後
ま
す

ま
す
必
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
特
に
商
業
、

文
化
活
動
の
面
で
、
町
内
で
の
独
自
を

活
動
を
望
む
声
が
強
い
。

（
日
頃
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
家
計
、

環
境
、
住
宅
関
田
が
中
心
）

町
民
の
日
頃
困
っ
て
い
る
こ
と
の
ビ

ッ
グ
3
は
、
下
排
水
、
交
通
事
故
を
ど

を
ふ
く
む
環
境
の
問
題
（
二
〇
％
）
、

物
価
高
、
収
入
減
少
な
ど
の
家
計
の
問

題
（
二
〇
％
）
そ
し
て
、
住
宅
の
問
題

（
家
の
老
肥
化
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払

な
ど
）
　
（
一
〇
％
）
　
で
あ
る
。
特
に
家

計
、
環
境
の
問
題
で
悩
み
の
多
い
の
は
、

旧
居
住
者
唇
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
屈

で
は
、
下
排
水
処
理
、
川
の
よ
ご
れ
、

湿
気
、
地
盤
沈
下
、
そ
し
て
近
所
づ
き

あ
い
の
難
し
さ
や
経
済
問
題
を
訴
え
て

い
る
。
新
居
住
者
層
で
は
、
税
金
、
公

共
料
金
の
高
さ
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
負
担
、

生
活
道
路
の
危
険
、
パ
ス
路
線
拡
充
、

学
校
、
保
育
所
の
充
実
を
訴
え
て
い
る
。

㊥
近
隣
の
人
間
関
係
と

町
内
の
イ
メ
ー
ジ

（
昔
か
ら
の
し
き
た
り
の
戎
存
意
筋
は

強
く
、
特
に
旧
居
住
者
地
区
に
そ
の
割

合
は
高
い
）

「
強
く
残
っ
て
い
る
（
二
一
％
）
」

と
「
少
し
は
残
っ
て
い
る
（
四
三
％
）
」

を
合
あ
せ
る
と
、
六
四
％
の
町
民
が
、

昔
か
ら
の
し
き
た
り
が
依
然
と
し
て
残

り
、
日
常
の
生
活
に
関
係
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
残
存
意
識
は
、
旧
居
住
者

地
区
で
は
、
七
八
％
に
も
達
し
、
斬
居

住
者
地
区
の
三
四
％
の
二
・
五
倍
近
く

も
存
在
す
る
。

（
し
き
た
り
の
残
存
意
識
）

（
近
鴫
の
人
々
の

ま
と
ま
り
は
良
い

よ
う
だ
）
転
入
者
が
六
割

を
超
え
る
住
民
構

成
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
体
と
し
て

「
ま
と
ま
り
感
」

は
高
い
よ
う
で
あ

る
。
「
非
常
に
よ

い
七
％
」
　
「
ま
あ

よ
い
六
二
％
」
を

合
わ
せ
れ
ば
、
七

割
の
人
が
近
隣
の

人
々
の
ま
と
ま
り

は
よ
い
方
だ
と
答

（
人
々
の
ま
と
ま
り
）

（
町
内
の
イ
メ
ー
ジ
）

え
で
い
る
。

土
着
パ
タ
ー
ン
、
居
住
地
区
に
よ
る
差

は
あ
ま
り
頭
書
に
み
ら
れ
な
い
が
、
や

は
り
、
旧
居
住
吉
地
区
、
生
え
抜
き
、

土
着
型
の
人
々
に
　
「
ま
と
ま
り
感
」
が

や
や
強
い
と
言
え
よ
う
。

（
人
々
の
近
隣
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

明
る
く
落
ち
着
き
を
感
じ
る
が
、
若
々

し
さ
に
乏
し
い
）

住
ん
で
い
る
地
区
や
近
隣
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
）

「
明
か
る
い
L
 
I
　
「
暗
い
」

「
活
気
の
あ
る
」
－
「
沈
ん
だ
」

「
曖
か
い
L
 
I
「
冷
た
い
」

「
清
潔
な
L
 
I
「
不
潔
な
し

「
落
ち
着
い
た
L
I
「
が
さ
が
さ
し
た
」

「
開
放
的
」
－
「
閉
鎖
的
」

「
若
々
し
い
L
 
I
「
老
い
た
」

の
七
項
目
に
つ
い
て
、
五
段
階
の
評

価
を
求
め
、
そ
の
平
均
得
点
を
算
出
し

た
。
「
明
る
い
」
、
「
暖
か
い
」
、
「
落

ち
着
い
た
」
が
と
も
に
プ
ラ
ス
0
・
5
で
も

っ
と
も
高
く
、
「
若
々
し
さ
」
は
プ
ラ

ス
帆
と
愚
も
低
か
っ
た
。
全
体
的
に
は
、

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
み
ら
れ
な
か

た。

斬
居
住
者
地
区
は
、
旧
居
住
者
地
区

に
比
較
し
て
全
般
的
に
プ
ラ
ス
の
イ
メ

ー
ジ
が
商
い
が
、
と
く
に
、
前
居
住
地
に

比
較
し
て
、
自
然
環
境
の
よ
さ
、
下
排

水
な
ど
の
生
活
環
境
の
整
備
を
反
映
し

て
、
「
清
潔
」
、
「
落
ち
着
い
た
」
、

「
明
る
い
」
ィ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

旧
居
住
者
地
区
で
は
、
若
々
し
さ
の

不
足
の
う
え
に
、
活
気
、
開
放
性
の
低

さ
が
目
立
ち
、
「
清
潔
」
、
「
落
ち
着

き
」
で
は
、
新
居
住
者
地
区
と
比
べ
顕

著
に
低
い
。
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㈹
遠
賀
町
民
の

地
域
に
対
す
る

考
え
　
方

へ
住
民
主
導
の
堅
実
な
考
え
方
が
多
数

を
占
め
る
）

「
こ
の
土
地
の
生
活
や
し
き
た
り
に

従
い
、
と
け
こ
む
し
　
（
伝
統
志
向
型
）

が
一
六
％
、
「
こ
の
土
地
に
愛
着
は
な

く
、
熱
心
を
人
に
ま
か
ず
」
（
指
導
者
依

存
型
）
一
二
％
、
「
問
題
や
不
満
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
住
民
と
し
て

の
態
利
を
主
毅
す
る
」
　
（
権
利
主
張
型
）

二
九
％
、
そ
し
て
「
住
民
が
自
分
た
ち

の
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
い
く
」
　
（
住
民

主
導
型
）
三
八
％
と
い
う
分
布
を
示
し
、

遠
賀
町
民
の
考
え
方
の
堅
実
さ
を
あ
ら

れ
し
て
い
る
。
伝
統
や
指
導
書
を
志
向
す

る
考
え
方
と
な
ら
ん
で
、
権
利
主
張
型

が
三
割
近
く
を
占
め
る
点
で
は
、
遠
賀

へ
地
域
に
対
す
る
考
え
方
）

町
の
変
化
を
読
み
と
れ
る
が
、
基
本
に

は
、
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち

で
、
じ
っ
く
り
解
決
し
て
い
こ
う
」
と

す
る
姿
勢
が
多
く
の
住
民
の
中
に
存
在

す
る
こ
と
は
頼
も
し
い
。

住
民
主
導
型
は
、
新
旧
居
住
地
区
に

よ
り
豊
か
み
と
め
ら
れ
会
い
が
、
旧
居

住
地
区
で
の
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
優
位
は

注
目
に
あ
た
い
す
る
。
さ
ら
に
、
生
え

抜
き
層
に
わ
い
て
、
他
の
層
に
比
べ
、

住
民
主
導
型
が
明
ら
か
に
高
く
、
必

ず
し
も
「
伝
統
志
向
型
」
で
高
い
割
合

を
示
さ
を
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

一
方
、
権
利
主
張
型
思
考
は
、
明
ら

か
に
新
居
住
者
地
区
に
高
い
。
還
賞
町

で
は
今
後
ま
た
か
な
り
の
転
入
者
が
予

想
さ
れ
、
こ
う
し
た
思
考
パ
タ
ー
ン
を

詩
つ
人
々
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、

単
に
権
利
を
主
張
し
、
行
政
に
解
決
を

要
求
す
る
だ
け
に
と
と
ま
ら
ず
、
自
ら

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
解
決
し
て
い

く
、
「
住
民
主
導
型
」
思
考
を
育
て
る
町

．
つ
く
り
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
住
民
主
津
型
思
考
は
、
永
住

を
希
望
す
る
人
々
に
多
く

み
ら
れ
、
こ
の
点
で
も
、

こ
の
町
に
ず
っ
と
住
ん
で

い
た
く
な
る
町
づ
く
り
を

行
な
う
こ
と
が
、
自
ら
の

問
題
を
自
分
達
で
解
決
し

て
い
こ
う
と
す
る
人
々
を
）

生
み
出
し
て
い
く
道
に
つ

を
が
る
で
あ
ろ
う
。

根
強
　
い
　
差
別
心
　
㈲

事
欠
号
王
子
を
人
∴
∴
∴
∴
∴
∴
▲
え
　
い
　
　
い
し
l
e
t
l

遠
賀
町
民
の
「
同
和
問
題
の
意
織
調

査
」
で
、
約
七
〇
％
近
い
人
が
、

「
い
ま
も
、
部
落
差
別
が
あ
る
。
」
と

回
答
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
、

・
ど
ん
な
と
き
に
、
部
活
差
別
が
あ
る

と
思
い
ま
す
か
。

と
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
ら
、

ひ
っ
こ
人

の
結
婚
の
と
き
に

差
別
が
あ
る
・
・
・
－
＝
・
五
〇
・
五
％

の
口
に
出
さ
な
い
心
の
中
で

差
別
が
あ
る
・
…
二
二
一
・
七
％

L
p
l
J
ふ
く

の
就
職
の
と
き
に

差
別
が
あ
る
…
…
一
五
・
〇
％

●
j
l
い
く

㈱
教
育
の
中
に

差
別
が
あ
る
・
・
・
…
・
・
二
・
二
％

㈱
そ
の
他
…
…
・
・
　
…
一
・
六
％

と
い
う
結
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

1
　
0
　
　
－
　
　
0
　
　
－

両
和
地
区
に
対
す
る
差
別
は
、
ど
こ

で
も
同
じ
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
「
結

婚
の
と
き
」
に
最
も
多
く
あ
ら
わ
れ
て

直
人
†
う
い
e
t
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絡
ま

お
り
、
半
数
以
上
の
五
〇
・
五
％
に
及

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
次
の
「
口
に

出
さ
な
い
心
の
中
で
の
差
別
」
と
同
じ

た
い
a
く
し
ん
’
か
い
と
l
し
ん
　
　
〆
、
l

よ
う
に
、
同
和
対
策
春
愁
会
答
申
（
同

た

い

し

ん

と

，

J

A

 

L

人

0

－

で

l

対
審
答
申
）
で
言
わ
れ
て
い
ろ
心
配
的

差
別
で
あ
り
、
両
方
合
わ
せ
る
と
八
〇

％
以
上
に
な
り
、
こ
の
差
別
の
解
消
が
、

b
p
，
し
よ
く
　
●
｝
？
’
い
く
　
　
　
　
　
じ
っ
た
い
t
l

の
・
臼
の
就
職
や
教
育
な
ど
の
実
態
的

い
∴
b
－
∴
∴
C
人
a
i

差
別
に
く
ら
べ
て
、
如
何
に
困
難
で
あ

る
か
を
物
語
る
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ

ま
す
。
遠
賀
町
に
お
い
で
も
、
結
婚
に

対
し
て
の
差
別
鍬
鈴
は
一
謹
轟
く
劾

存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

号
江
、
生
へ
江
言
与
圧
∴
言
霊
生
ら
点
上
六
六

同
対
審
答
申
に
も
、

「
結
婚
に
隠
し
て
の
差
別
は
、
部
潜
差

別
の
最
後
の
超
え
難
い
壁
で
あ
る
。
」

と
指
摘
し
て
あ
る
よ
う
に
、
結
婚
の
自

由
が
完
全
に
確
保
さ
れ
た
と
き
に
、
は

じ
め
て
部
落
差
別
が
解
消
さ
れ
た
も
の

と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
言
え
ま
す
。

な
お
、
こ
の
結
婚
差
別
に
対
す
る
考

え
か
た
に
つ
い
て
も
、
二
十
歳
代
で
は

四
三
％
で
あ
る
の
に
、
六
十
歳
以
上
に

な
る
と
五
五
・
一
％
と
、
年
齢
が
高
く

な
る
に
つ
れ
て
次
第
に
ひ
ろ
が
り
を
み

せ
、
そ
れ
が
頑
固
に
な
り
つ
つ
あ
る
の

で
は
は
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

－　　01　0　　－

「
口
に
出
さ
な
い
心
の
中
で
の
差
別
が

あ
る
。
」
と
し
た
も
の
が
三
一
・
七
％

と
二
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
「
あ
か
ら

さ
ま
は
差
別
は
ま
ず
い
こ
と
」
を
覚
え

た
い
　
γ
－
∴
∴
き
べ
つ
t
l

で
、
「
こ
と
ば
や
態
度
に
差
別
的
な
こ
と

を
あ
ら
わ
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ

t
C
∴
∴
∴
ふ
む
∴
－
す
べ
？
シ
　
　
い
だ

て
、
心
の
底
に
は
深
い
差
別
心
を
抱
い

た
ま
ま
で
過
ご
す
人
が
少
な
く
な
い
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
達
は
、
差
別
が
深
刻
化
し
陰

り
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
○
，
ふ
ん
い
い
を
い

険
化
す
ろ
こ
と
を
十
分
警
戒
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

I
I
I
 
O
 
I
 
O
 
I

ま
た
、
同
対
審
答
申
に
は
、

し
み
A
t
t
W
A
 
b
∴
∴
∴
○
○
－

「
市
民
的
権
利
と
自
由
の
う
ち
、
龍
城

の
恥
能
都
緋
が
戴
祭
に
創
試
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
熊
に
鱗
薬
で
あ
る
。
」

と
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
賀
町
で
も

「
就
職
差
別
が
あ
る
。
」
と
い
う
回
答
が

わ
か
∴
∴
o
と
た
ら
∴
あ
い

一
五
％
あ
り
、
そ
れ
が
若
い
人
達
の
問

に
多
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り

き
ん
〇
、
∴
∴
b
e
，
ふ
う
∴
か
た

今
後
、
重
要
な
課
題
と
し
て
、
そ
の
取

り
組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。
（
つ
づ
く
）
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賢婦 ∴、∴ 

裁羅
そろそろいいんじゃない？

「
楽
し
か
っ
た
ネ
キ
ャ
ン
プ
L

I
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と

キ
ャ
ン
プ
　
7
月
的
日
・
3
1
日
　
－

1
月
0
0
日
と
3
1
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
駅
南
グ
ラ
ン
ト

に
お
い
て
昭
和
5
8
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と
キ
ャ
ン

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
地
区
の
子
供
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
育
成
会

蝿
七
十
六
名
。

一
日
目
は
、
二
時
間
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
を
研
修

を
受
け
て
実
技
に
入
り
ま
し
た
。
テ
ン
ト
設
営
や
飯
合
炊
飯
、
そ
し

て
キ
ャ
／
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
キ
ャ
ン
プ
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
を
満
喫

し
ま
し
た
。
二
日
目
は
七
時
に
起
床
し
、
飯
合
炊
飯
後
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
楽
し
い
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

軌
守
山
棚
第

∴「
∴
∴
　
i
∴
－

整
骨
‥

島
中
五
年
の
池
田
出
窓
君
は
、
「
思
っ
て
い
た
よ
り
カ
レ

ー
が
よ
く
で
き
、
こ
は
ん
も
う
ま
く
た
け
で
お
い
し
か
っ
た
」

ま
た
、
浅
小
六
年
の
尾
上
異
性
さ
ん
は
、
「
肉
を
落
と
し
た

け
と
、
カ
レ
ー
と
で
も
お
い
し
か
っ
た
。
テ
ン
ト
の
巾
で
遊

ん
で
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
で
し
た
が
、
飯
合
炊
飯
で

は
な
か
な
か
火
が
つ
か
ず
、
煙
が
目
に
し
み
て
涙
を
た
め
て

い
た
l
、
カ
レ
ー
の
材
料
が
思
う
よ
う
に
包
丁
で
切
れ
な
か

っ
た
手
等
々
。
そ
れ
で
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
み

な
さ
ん
や
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
指
導
で
安
ん
と
か
出

頭
で
き
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
を
通
し
て
ン
ユ
ニ
ア
・
リ
ー
グ
I
の
み
な
さ

ん
は
、
仲
間
と
活
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
カ
を
合
あ
せ
て

や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
き
っ
と
夏
休
み
の
い
い
調
い
い

ヽ
　
　
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



第321号（9）僅㊧筋勉餌

いいスタートを切りました

「花火でしょう、歌でしょう・・・ 

おもしろかった－夕涼み会」 
－南部保育園8月6日－ 

！ 

内で）ズ　　　　　　　に合わせ 

〉 

，　mT言上瀦 
‖昭㌃㍉∴十二∴諦猫胴 腸÷＼瀧議翻闇撥＼ 

灘謬媛撃欝 
！　　／／∴」m運宴看た雷電亜窒彰 
）　　　　見ちゃあはすかしいヨー 

‾‾‾（‾‾‾‾‾（‾‾∵馨⊥］

ナイスクリアー

「
自
警
に
も
ラ
イ
セ
蒸
薗

－　島門小

8
日
1
日
、
島
門
小
学
校
で
は
交
通

安
全
の
一
頃
と
し
て
、
四
年
生
以
上
を

対
象
に
自
転
車
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

整
備
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
後
、
同
校
の
交

通
公
園
で
、
直
線
や
S
字
、
8
字
の
各

コ
ー
ス
を
い
か
に
正
確
に
通
行
す
る
か

で
上
級
、
中
級
、
初
級
の
三
段
階
に
分

け
て
自
転
車
乗
車
技
能
証
を
交
付
し
ま

し
た
。

「
あ
れ
も
優
勝
／
こ
れ
も
優
勝
／

本
町
の
選
手
各
競
技
に
大
健
闘
L

I
第
2
4
回
郡
民
体
育
大
会
1

8
月
7
日
、
広
く
郡
民
の
問
に
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
を
は
か

り
、
健
康
で
明
朗
な
郡
民
生
活
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
遼
賀
町
を
主
会
場
に
第
2
4
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
か
ら
も
多
数
の
選
手
が
参
加
し
、
大
い
に
健
闘
い

た
し
ま
し
た
。

主
な
成
紙
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　
◎
弓
道
餓
技
へ
芦
屋
町
）

（　）　は競技場所

◎
ハ
ス
ケ
ノ
ト
競
技
（
水
巻
町
）

▽
高
年
の
部
∴
健
∴
鵬

◎
ハ
ト
ミ
／
ト
ン
勝
枝
（
水
巻
町
）

▽
一
般
女
子
の
部
　
優
　
勝

▽
　
般
男
子
の
離
∴
溝
優
勝

◎
相
模
競
技
（
岡
垣
町
）

▽
一
般
の
郎
∴
健
　
勝

▽
青
年
の
部
∴
響
優
勝

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
遼
焚
町
）

▽
一
般
男
子
の
郎
　
健
　
勝

▽
一
般
女
子
の
部
∴
準
優
勝

◎
陸
上
競
技
へ
遥
鑓
町
）

▽
総
合
．
鯨
の
部
∴
準
優
勝

▽
一
般
男
子
の
部

〇
一
五
〇
〇
m
優
　
勝
　
会
席
茂
牽

4
分
2
7
秒
0

▽
一
般
女
子
の
離

子
3
m
9
6

0
砲
丸
披
　
優
∴
勝
　
春
田
千
鶴
子

8
m
4
1

▽
語
注
i
の
郎

○
走
高
跳
び
　
健
　
勝
　
河
原
京
大

1
m
7
5

0
砲
丸
技
　
依
∴
鵬
　
　
石
松
秀
文

H m21

▽
中
写
生
男
子
の
部

〇
八
〇
〇
m
リ
レ
ー
　
準
優
勝
　
遼

究
中
学
校
　
1
分
4
5
秒
1
　
穂
川
清

司
　
小
西
政
明
　
立
中
謙
一
　
池
田

智
信
▽
中
学
生
女
子
の
部

〇
四
〇
〇
m
リ
レ
ー
　
優
∴
勝
　
遠

賀
中
学
校
　
5
8
秒
4
　
柴
田
美
保

村
井
由
起
　
緒
方
美
樹
　
村
田
征
子



第321号　　　　　　　　　　　　　　　　僅㊧鍔の餅（10）

ウァ一．／珍しい

西川にカブトガニ

今月7日の朝、運官の田中誠君（遠中3年）が撮梓橋

F流の川辺でウナギ釣りをしていたところ、約60cmのカ

ブトガニのつかいを見つけました。以前は西川や芦屋の

浜でたまに見かけることがあったけれと、最近では水の

汚れからか見ることの毛かったカブトガニ。

また西Ii圧放されて元気いっぱい水の底へも〈、って行

きました。「さようなら…生きた化石力7年ガニ」

ウァ一．／冷ヤーとして

気持ちがいい－
－中央公民館内児童図書室－

ここ中央公民館内児童図密室では、たくさんの本を用

意してよい子の来館をお待ちしています。タタミもあっ

て、足を伸ばして認めるし、冷房もきいててとても気持

ちかいいよ。宿題早く終わらせて君もおいで。

○大鵬ロー土臓「19時－17時　〇日搬［19時－12時

即蝿日と祝日はお休みです。

i嚢鯛0gS的餌”運””○○〇〇g濁音喜田相田幽惚＼園の 　　∴禽 　閣田園開国鰹騰 　　鯵 　　の 　回し’」〇 ㌦／－ 

「∵∴ eee ウ 

プー）レがいいばい
－遠賀川保育園－

「キャ一．′」「冷たい′」・・・ここは通貨Iii保育側自

慢の2醒尾上特設榎望プールです。たた今3歳から6歳

までの約50名の園児がこの小さなブールの中ではしゃい

たり、水鉄砲で遊んだり大騒ぎです。まるで芋を洗うよ

うですか、との子も顔が生き生きとしてとても楽しそう

です。

QQQeQeQQQQQQQQeeQQQQQ

ァ一．′暑い中で
がんばってますね

－道中テニス部－

遠巾の各スポーツクラブは、夏休みを利用してたた今

一・二年生の強化合宿が典盛り。写典のテニス部も1年

生50名と2年生20名の部員が尼崎の田圃テニスクラブコ

ートで7月21日から8日9月まで毎日約4時間練習を行

っていました。「がんばれ途中健児′」

閻 � � � 嬬 
せ ��∴∴一∴　一 � ��∴購－∴∴∴∴ 

e
e
の
㊤
角
禽
魯
在
る
あ
る
香
登
香
る
宿
る
危
急
危
急

㊤
省
察
愛
黛
崇
窓
窓
危
急
あ
る
香
西
㊦
㊤
㊤
省
察
黛
崇
茶
窓
窓
篤
志
宿
る
る



（11）　盆四面勉紺　　　　　　　　　　　　　第321号

ピンツケ用スリバチ

（図録展民生活史事典から）

一
銭
に
ま
け
な
い

ア
カ
チ
ョ
コ
べ
ェ
ー
〃

甘
木
な
ど
筑
後
方
面
に
は
徹
栽
培
が

ビ

ン

ツ

ケ

と

ス

リ

バ

チ

去
る
6
月
5
日
、
発
団
式
を
終
っ
た

福
岡
県
第
六
日
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
（
遠

賀
町
内
の
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生

ま
で
の
女
子
）
十
三
名
が
社
会
探
訪
と

し
て
、
民
俗
資
料
館
の
見
学
に
や
っ
て

来た。
I
I
I
「
ワ
ハ
－
、
大
き
な
ス
サ
バ
チ
／

昔
は
こ
ん
な
大
き
な
ス
り
パ
テ
で
味

噌
を
す
っ
て
い
た
の
で
す
か
／

－
I
I
す
り
ば
ら
を
、
よ
く
知
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

A
子
「
家
の
は
、
こ
ん
な
ん
よ
。
お
ば

ぁ
ち
ゃ
ん
が
使
っ
て
い
た
も
ん
」
と

小
さ
い
ス
リ
パ
チ
を
指
さ
し
た
。

－
　
そ
う
で
す
ネ
、
家
で
使
う
の
は
小

さ
い
方
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
大
き
い

ス
リ
バ
ヂ
は
何
に
使
っ
た
の
か
、
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
ビ
ン
ツ
ケ
を
作
る
と
き
に

使
っ
た
道
具
で
す
。
ビ
ン
ツ
ケ
と
は

何
か
知
っ
て
ま
す
か
？

一
同
「
知
り
ま
せ
ん
L

I
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
ピ
ン
ツ
ケ
は

今
の
ポ
マ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
で
、

女
の
人
が
髪
ゆ
い
の
と
き
に
使
う
固

形
の
髪
油
で
、
日
本
髪
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
ピ
ン
ツ
ケ
を
作
る
に
は
、
三

種
乃
至
四
謡
（
髪
的
香
油
の
製
品
に

よ
り
実
る
）
位
の
原
料
に
盤
を
ま
せ

た
も
の
を
煮
て
、
こ
の
ス
リ
パ
チ
で

よ
く
す
っ
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

B
子
「
そ
れ
で
大
き
い
の
で
す
ネ
L

I
ピ
ン
ツ
ケ
と
い
え
ば
、
甘
木
の
近

く
か
ら
も
、
売
り
に
来
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
ネ
。
昔
は
、
こ
ん
な
登
謡

と
し
て
、
よ
く
き
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
よ
。

〟
あ
ん
た
が
た
、
ど
こ
な

あ
た
し
ゃ
ち
ん
が
さ
き

ち
ん
が
さ
き
ゃ
ど
こ
な

甘
木
の
近
所
　
商
売
や
な
ん
な

元
結
・
ぴ
ん
つ
け
つ
け
油

つ
け
て
み
な
さ
い
上
等
舶
来

ま
げ
て
な
ん
ば
ナ
一
銭
八
厘

盛
ん
で
あ
っ
っ
た
の
で
娼
製
造
も
発

達
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

本
町
内
に
も
、
今
に
板
場
と
い
う
屋

号
の
家
は
賦
製
造
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

槍
は
、
ほ
じ
（
方
言
）
と
も
い
い
、

こ
の
実
を
蒸
し
て
、
し
は
る
な
ど
幾

多
の
工
程
を
経
て
、
賦
皿
と
い
う
皿

に
入
れ
型
を
と
り
、
ロ
ー
ソ
ク
や
、

ピ
ン
ツ
ケ
な
ど
の
原
料
と
し
ま
し
た

C
子
「
ロ
ク
は
ハ
ゼ
の
実
た
け
し
か
と

れ
ま
せ
ん
か
L

I
D
ウ
に
は
ハ
ゼ
の
実
か
ら
と
る
黄

色
の
腫
物
ロ
ウ
や
、
ハ
チ
の
巣
か
ら

と
ろ
ミ
ッ
ロ
ウ
・
ク
ジ
ラ
か
ら
と
る

白
色
の
ク
ジ
ラ
ロ
ウ
な
ど
、
動
物
ロ

ウ
が
あ
り
、
こ
う
や
く
や
レ
コ
ー
ド

（
盤
）
な
ど
の
材
料
に
も
使
わ
れ
ま

す
。
さ
す
が
に
女
の
子
、
生
活
用
具

な
ど
に
よ
く
気
か
つ
い
た
で
す
ね
。

（
吉
野
千
年
）

便

利

だ

け

ど

こ
　
わ
　
い
　
ガ
　
ス

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は

熱
超
も
高
く
大
変
便

利
な
燃
料
で
す
が
、
取
り
扱
い
を
誤
ま

ろ
と
火
災
や
爆
発
、
中
毒
な
ど
大
き
な

部
数
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
が
っ
て
安
全
漣

1
器
具
の
ま
わ
り
や
上
蔀
は
整
理
し
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

2
バ
ー
ナ
ー
か
つ
ま
っ
て
い
な
い
か
と

き
ど
き
点
検
し
、
器
具
ブ
ラ
シ
で
掃

除
す
る
。

3
ゴ
ム
管
が
ひ
び
わ
れ
し
て
い
た
り
溶

け
て
べ
と
つ
く
も
の
は
取
り
替
え
る

4
接
続
部
に
は
必
ず
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を

つ
け
る
。

5
使
用
し
な
い
コ
ッ
ク
に
は
ゴ
ム
の
キ

ャ
ッ
プ
を
つ
け
て
お
く
。

6
使
用
後
は
器
具
栓
だ
け
で
な
く
元
栓

・
も
し
め
る
。

7
ガ
ス
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
は
な
れ

ない。

8
と
き
ど
き
換
気
を
し
て
ガ
ス
中
誌
、

ガ
ス
爆
発
を
防
ぐ
。

9
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
宙
射
日
光

を
さ
け
通
風
の
よ
い
場
所
に
お
く
。

1
0
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
鎖
な
ど
で

転
倒
防
止
措
置
を
し
て
お
く
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
7
月
末
ま
で

火
の
岡
－
0時
で
同
心目
で
田
．
℃



第321号　　　　　　　　　　　　　　　僅㊧筋め餅（12）

昨年の壮年ソフトボール大会

▽　　　▽

揚　　日

時所

：お好きな事が1．100台当たる 

サマージャンボ富くじ 縛との慕引き換えは9月2日㈲午鐘3疇 

予　　　　　　　　　　　　　　　　　で 

4，000万円 
●予約券1枚で宝くじ20枚まで購入できます。　鶉譜室田自治宝くじ 

こ
ん
な
と
き
は
婦
人
相
談
員
へ

第
一
回
　
遠
　
賀
　
町

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

壮
　
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◎
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▽
日
　
時
　
昭
和
5
8
年
9
月
1
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
4
0
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
会
　
場
　
駅
南
グ
ラ
ン
ド

▽
主
　
催
　
教
育
委
員
会

▽
主
　
催
　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

◎
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
日
　
時
　
昭
和
5
8
年
9
月
n
日
（
日
）

開
会
式
　
1
時
4
0
分

競
技
開
始
　
8
時

▽
会
　
場
　
広
渡
小
学
校

駅
南
グ
ラ
ン
ド

▽
主
　
催
　
教
育
委
貝
会

▽
主
　
管
　
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

民
　
体
　
育
　
大
　
会

簸

技

開

催

い
な
い
。
女
性
で
あ
る
が
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
。

こ
の
よ
う
な
婦
人
の
相
談
に
応
じ
、

助
言
や
保
護
に
よ
り
問
題
解
決
に
協
力

す
る
の
か
、
婦
人
相
談
員
で
す
。
次
の

よ
う
な
と
さ
は
、
お
気
軽
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

◎
離
婚
、
男
女
問
題
、
病
気
、
生
活
苦

等
で
困
っ
て
い
る

◎
男
性
の
暴
力
に
困
っ
て
い
る

◎
家
出
し
た
が
、
行
く
あ
て
が
な
い

◎
親
子
、
家
族
、
親
戚
、
知
人
間
で
の

婦
人
と
し
て
の
な
や
み
こ
と

相
談
は
い
っ
さ
い
無
料
で
相
談
内
容

は
秘
密
厳
守
で
す
。

▽
場
　
所
　
遠
賀
福
祉
部
琵
所

八
幡
西
区
別
松
3
i
l
i
l

八
幡
総
合
庁
舎
3
階

㊥

（

6

0

1

）

2

1

2

1

昭
和
5
0
年
歌
会
始
の
お
題

▽
お
　
題
　
「
緑
」

▽
詠
進
の
期
間
　
9
月
1
日
－
1
0
月
日

日
ま
で

▽
あ
て
先
　
〒
剛
　
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田
一
番
一
号
　
宮
内

庁
（
封
筒
に
は
，
詠
進
歌

〟
）
　
と
暫
き
添
え
る
こ
と

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
返
信
用
切
手
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
9
月
0
0
白
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
諦
切
　
8
月
幻
日
（
土
）
ま
で

∇
監
督
会
謹
及
び
抽
選

・
日
時
　
9
月
1
日
（
木
）

1
9
時
0
0
分

・
場
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

宅
地
建
物
殿
引
主
任
者
資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す

▽
受
付
期
間

昭
和
5
0
年
1
0
月
1
6
日
（
日
）
　
▽
申
込
受
付
　
県
建
築
部
建
築
管
理
課

1
3
時
－
1
5
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
土
木
事
務
所
建
築
課

九
州
産
業
大
学
（
福
岡
市
　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
建
築
部
建
築

東
区
松
番
台
2
の
捌
）
　
　
管
理
課
指
導
係
禽
0
9
2
（
6
5
1
）

9
月
5
日
－
9
日
　
　
　
1
1
1
1
へ
ど
う
ぞ
。

福
岡
県
職
員
募
集

＜
初
級
・
中
級
∨

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
1
0
月
1
6
日
（
日
）

▽
場
　
所
　
福
岡
県
、
北
九
州
市

▽
受
験
資
格
　
○
初
級
＝
昭
和
3
5
年
1

月
2
日
～
昭
和
4
1
年
4
月
1
日
生

0
中
級
＝
昭
和
3
3
年
4
月
2
日
～
昭

和
3
9
年
4
月
1
日
生

▽
職
種
と
採
用
予
定
数

0
初
級
＝
一
般
事
務
A
（
2
5
）
一
般

事
務
B
（
2
6
）
　
学
校
琴
務
（
3
）
暫

乗
車
務
女
子
（
必
）
　
林
業
（
4
）

○
中
級
＝
行
政
事
務
（
6
8
）
　
学
校

事
務
（
4
）
　
警
察
事
務
男
子
（
7
）

栄
養
士
（
7
）

∇
受
付
期
間
　
9
月
l
日
－
9
月
1
4
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
人
事
委

貝
会
事
務
局
任
用
地
＄
0
9
2
（
6
4

1
）
3
8
8
3
へ
ど
う
ぞ
。

防
衛
庁
初
級
職
員
募
集

▽
試
験
日
　
昭
和
的
年
的
月
1
6
日
（
日
）

▽
場
　
所
　
福
岡
市
外
九
州
四
カ
所

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
5
年
4
月
2
日
～

昭
和
4
1
年
4
月
1
日
生

∇
職
　
理
一
般
事
務
、
短
気
、
横
械

土
木
、
建
築

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
1
6
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
防
衛
施
設

局
総
務
部
総
務
課
人
事
係
舘
0
9
2
（

4
7
2
）
2
3
2
1
へ
ど
う
ぞ
。
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移
動
住
宅
相
談
開
設

住
ま
い
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
す

こ
れ
か
ら
家
を
建
て
よ
う
と
思
っ
て

い
る
あ
せ
た
。
土
地
を
買
お
う
と
す
る

あ
な
た
。
住
宅
づ
く
り
に
悔
い
を
残
さ

な
い
よ
う
事
前
に
正
し
い
知
識
を
も
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
各
分
野
の
専
門
家

が
住
ま
い
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
い
た

し
ま
す
。
ま
た
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い

ろ
方
も
ど
う
ぞ
。

▽
相
談
日
　
昭
和
的
年
9
月
9
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
八
緒
井
筒
屋
7
脂

▽
相
談
内
容
　
法
律
、
現
金
、
土
地
・

建
物
の
売
買
、
融
資
、
建

築
、
住
宅
案
内

▽
相
談
貝
　
弁
護
士
、
税
理
士
な
ど

▽
料
　
金
　
無
料

接
種
業
務
移
動
相
談

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
9
月
6
日
（
火
）

m
時
－
1
5
時
約
分

▽
場
　
所
　
八
幡
西
区
役
所
第
3
3
会
議

室

▽
受
付
相
談
事
項

○
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て

○
戦
傷
病
者
に
対
す
ろ
援
護
に
つ
い
て

○
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
蟻
に

つ
い
て

○
旧
軍
人
等
の
叙
位
叙
勲
に
つ
い
て

○
中
国
等
か
ら
の
引
揚
者
及
び
宋
引
揚

者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

○
そ
の
他
援
護
事
務
全
般

昭
和
郭
年
度
危
険
物

殿
扱
者
保
安
講
習

▽
献
習
期
日
　
昭
和
5
0
年
日
月
9
日
－

日
日

▽
場
　
所
　
東
筑
紫
短
期
大
学

∇
受
話
申
請
害
の
受
付
の
期
間
、
場
所

9
月
飾
日
、
2
7
日
北
九
州
市
消
防
局

9
月
2
8
日
、
2
9
自
県
消
防
防
災
課

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防
本

部
予
防
課
舘
（
2
9
3
）
1
2
3
1
へ

ど
う
ぞ
。福

岡
県
庁
行
政
書
士
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
1
0
月
2
3
日
（
日
）

▽
場
　
所
　
福
岡
大
学
薗
宮
校
舎

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
2
日
～
1
0
月
l
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
総
務
部

地
方
課
　
衝
0
9
2
（
6
6
2
）
6
3

9
1
へ
ど
う
ぞ
。

昭
和
5
0
年
度
サ
ン
ケ
イ

新
聞
奨
学
生
募
集

▽
応
募
資
格
　
京
阪
神
、
奈
良
、
滋
賀

和
歌
山
の
大
学
、
専
門
（
専
修
・
各

穂
）
学
校
、
予
備
校
へ
通
学
を
希
望

す
る
2
5
歳
以
下
の
男
子

∇
月
　
収
　
十
一
万
二
千
円
（
奨
学
金

＋
給
料
）

案
内
書
申
込
み
は
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞

奨
学
会
　
〒
細
　
大
阪
南
北
区
梅
田
2

丁
目
1
番
9
号
へ
ど
う
ぞ
。

◇
事
前
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
◇

道
路
の
占
用
に
つ
い
て

通
路
は
、
本
来
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
他
面
道
路
を
根
幹
と
し
て
、
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
公
的

ま
た
は
私
的
な
諸
活
動
が
行
わ
れ
道
路
の
本
来
目
的
で
あ
る

交
通
以
外
に
生
活
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
通
路
の
特
別
な
使
用
で
道
路
占
用
に
な
り
ま

す。
道
路
占
用
と
は
、
道
路
に
一
定
の
工
作
物
、
物
件
、
施
設

を
設
け
断
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば

0
0
道
路
に
砥
柱
、
広
告
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
を

設
け
る
こ
と
。

㈲
道
路
に
水
管
、
ガ
ス
管
及
び
下
排
水
管
等
の
物
件
を
埋
設

す
る
こ
と
。

㈲
道
路
に
露
店
、
商
品
置
場
等
を
（
臨
時
的
に
設
置
し
簡
単

に
取
り
払
え
る
こ
と
を
）
設
け
る
こ
と
。

㈲
道
路
に
日
除
け
、
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
施
設
を
設
け
る
こ

と。
㈲
道
路
に
そ
の
他
、
看
板
、
標
識
、
を
立
て
た
り
工
事
用
材

料
等
を
置
い
た
り
す
る
こ
と
。

以
上
列
記
し
た
よ
う
な
工
作
物
、
物
件
及
び
施
設
を
道
路

に
設
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
道
路
管
理
者
（
町
長
）
の
許

可
が
必
衰
で
す
。
許
可
は
通
路
敷
地
外
に
余
地
が
な
く
や
む

を
得
な
い
場
合
に
許
可
す
る
も
の
で
す
。

現
在
無
許
可
で
設
置
し
て
い
る
場
合
は
早
急
に
建
設
課
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

河
川
の
占
用
に
つ
い
て

河
川
は
、
本
来
自
然
発
生
的
な
も
の
で
洪
水
時
は
流
水
を

安
全
に
流
下
せ
し
め
災
害
の
軽
減
防
止
等
で
大
き
な
役
目
を

果
し
て
い
ま
す
。
一
方
地
域
住
民
の
自
由
な
使
用
に
供
し
社

会
生
活
に
切
っ
て
も
切
れ
な
い
湾
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
o

河
川
の
占
用
と
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
や
む
を
得

な
い
場
合
に
許
可
す
る
も
の
で
あ
り
、
河
川
管
理
上
支
障
が

な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
河
川
の
流
水
及
び
河

川
敷
に
工
作
物
を
新
築
し
た
り
除
却
し
た
り
す
る
場
合
、
こ

れ
ら
が
営
利
的
な
行
為
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
o

例
え
ば
、
住
居
へ
の
出
入
に
供
す
る
為
の
道
路
橋
を
設
け

た
り
、
河
川
敷
内
の
土
石
、
砂
利
、
芝
等
の
採
集
及
び
土
地

の
掘
削
、
盛
土
等
の
形
状
を
変
更
す
る
行
為
を
行
う
場
合

は
、
町
条
例
で
河
川
管
理
者
（
町
長
）
の
許
可
が
必
要
で
す
D

無
許
可
で
設
置
し
て
い
る
工
作
物
物
件
が
あ
れ
ば
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
無
許
可
工
作
物
は
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
占
用
等
の
件
に
つ
い
て
は
建
設
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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木守11塊番地

木村　宜臭くん

（軍費掌さんの長男）
昭和57年12月15日生

落着きのある人にと付けても
らった名前だけど、じっとして

いろのは大嫌い。語ら前の体力

と大声であばれまわっています
三輪車に乗って近所を散歩する
のが大好きですo

島津629番地
（7人だろう

矢野　健太郎くん

（千恵子さんの長男）
昭和57年10月2日生

侯は、プールでの水遊びが大
好き。お姉ちゃんと一緒にパチ

ャパチャしているとおばあちゃ

んが笑って見ています。今のう
らに黒くて男らしくならなくて

はと毎日頑張っている僕です。

★ガンは無症状のうちに努はえます。

とくに冒、子宮などは、年1回検診を受けて、

安心しましょう。

★つぎのような症状かあったら、すぐ専門医に診

てもらいましょう。

1．日…………胃の具合かねるく、食欲がなく、

好みか変わったりしないか
2．子宮……・おりものや、不正出血はないか

3．乳・・……・乳房の中にシコリはないか

4∴食道……‥のみこむときに、つかえることは

ないか

5　大腸、直撮・・・・・

こう便に、血や粘液がまじったりしないか
6　肺、喉頭……セキが緋いたり、タンに血かま

しったり、声がかすれ意＝りしないか

？．舌、皮膚……治りにくいカイヨウはないか

8．ジン臓、ポウコウ、前立せん…

尿の出が懸かったり血がきしったりしないか

日本対ガン協会制定

▽　▽　▽　　▽　o

持対現　　時期
参象
品者　所　　聞　目

す　印妊役　く　9　9
る　鑑産揚言だ時月
人（婦保　さ　30　6
の　母　　使　い　分　白
み　子　　室　o　ま　（
）手　　　　　で　火

帳　　　　　に　）
を　　　　　　お
受　　　　　い
領　　　　　　で

▽
内
　
容
　
産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
脹
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

″
天
高
く
、
馬
肥
ゆ
る
秋
〟
　
の
九
月

は
、
「
が
ん
剃
庄
月
間
」
で
も
あ
り

ま
す
。自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
　
－

が
ん
を
た
だ
恐
れ
る
だ
け
で
な
く
、

正
し
く
知
り
〝
早
期
発
見
、
早
期
治

療
〟
を
心
が
け
蓋
し
ょ
う
。

”
ガ
ン
の
危
険
信
号
〃
　
に
ご
注
意

脚
備
鰹
衛
蛙
の
網
目
謬

◎
申
込
み

▽
場
　
所

▽
申
込
み

∇
定
　
員

▽
料
　
金

▽
持
参
品

役
揚
保
健
衛
生
係
窓
口

9
月
1
日
（
木
）
か
ら
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
切

百
八
十
名
（
一
日
各
六
十

名）千
円
印
鑑

◎
検
　
診

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

9
月
2
1
日
（
水
）

9
月
2
8
日
（
水
）

9
月
5
0
日
（
金
）

受
付
　
8
時
4
0
分
～
1
0
時

3
0
分

検
査
　
9
時
か
ら

中
央
公
民
館

冒

ガ

　

ン

検

診

申

込

み

受

付

開

始

及
び
名

称
▽
届
出
先

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

及
び
名

称
▽
届
出
先

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

及
び
名

称
▽
屈
出
先

▽
届
出
期
限

番
2
5
号
　
寅
相
院
境
内
貰

椙
院
整
地

宗
教
法
人
蜜
相
院
　
衝
0

1

8

（

9

1

1

）

5

0

1

昭
和
5
8
年
9
月
5
0
日

遠
賀
郡
水
巻
町
大
字
立
屋

敷
2
2
1
番
地
　
長
専
寺

横
共
同
墓
地

立
屋
敷
区
長
渡
辺
達
則

箇

（

2

0

1

）

5

0

2

9

昭
和
5
8
年
9
月
5
0
日

三
田
市
大
川
瀬
字
大
前
垣

内
4
0
1
番
地
　
先
下
河

原
整
地

三
田
市
役
所
生
活
民
生
課

生
活
係
　
稽
0
7
9
5
6

（
3
）
1
1
8
1

昭
和
5
8
年
8
月
3
1
日

◎
所
在
地
　
兵
庫
県
明
石
市
大
錦
町
1
2

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬
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お
等
電
抄
違
㊧
⑥
田
鹿
②

前
回
で
、
単
な
る
生
理
的
な
老
化
に

よ
る
〟
物
忘
れ
〟
と
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ケ

症
状
が
違
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た

そ
こ
で
今
回
は
も
う
少
し
ボ
ケ
の
話
を

進
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

∧
ボ
ケ
は
，
老
年
痴
呆
〟
と

。
鮮
血
讐
性
痴
呆
〟
の
二
葉
薫
V

ボ
ケ
病
状
は
老
年
痴
呆
と
脳
血
管
牲

痴
呆
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

老
年
痴
呆
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
に
多
く
見
ら
れ
、
脳
神
経
細
胞
の

急
速
な
変
牲
（
化
）
、
減
少
に
よ
る
も
の

で
、
根
本
的
な
原
因
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
回
復
不
能
の
ケ
ー
ス
が
多
い
と
言

え
ま
す
。
一
方
、
脳
血
管
牲
摘
果
は
、
脳
の
神

経
細
胞
に
栄
養
を
送
っ
て
い
ろ
血
管
系

に
障
害
が
あ
る
場
合
に
遠
こ
り
、
ボ
ケ

症
状
の
約
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

六
十
五
歳
の
あ
る
男
怪
の
例
を
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
六
年
前
か
ら
高
血
圧

の
治
痕
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
一
昨
年
、
軽
い
脳
卒
中
を
起
こ
し
て

意
識
を
失
い
、
左
の
盾
に
軽
い
麻
痺
が

残
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
（
機
能

回
復
訓
綾
）
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
昨
年
暮
れ
に
風
邪
を
ひ
い
て

一
週
間
ば
か
り
寝
込
ん
だ
と
き
に
ボ
ケ

症
状
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
方
は
、
典
型
的
な
脳
血
管
障
害

に
よ
る
痴
呆
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

タ
イ
プ
の
ボ
ケ
症
状
は
、
早
期
に
適
切

な
治
療
と
ケ
ア
（
看
護
）
と
行
え
ば
、

血
管
の
老
化
を
促
進
す
る
最
大
の
原

因
は
高
血
圧
で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は

第
一
に
、
塩
分
の
摂
取
量
を
減
ら
し

て
、
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
に
す
る
こ
と

第
二
に
は
、
血
管
の
栄
養
源
で
あ
る
良

質
の
タ
ン
パ
ク
　
（
鶏
肉
や
大
豆
製
品
が

よ
い
）
を
十
分
に
取
る
こ
と
。
第
三
に

す
で
に
血
圧
の
高
い
人
は
、
医
師
に
相

談
し
て
降
血
圧
剤
を
服
用
す
る
な
ど
適

切
な
治
憲
を
受
け
て
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
で
す
。

●
タ
バ
コ
は
ボ
ケ
促
進
剤
、
す
ぐ
に
や

め
ま
し
ょ
う

タ
バ
コ
は
血
圧
を
上
げ
、
動
脈
硬
化

を
促
進
し
、
脳
細
胞
の
働
き
を
弱
め
ま

ボ
ケ
の
約
％
は
予
防
で
き
ま
す

少
な
く
と
も
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い

程
度
に
回
復
さ
せ
ろ
こ
と
が
で
き
ま

す。
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
脳
血
管
牲

痴
呆
は
予
防
で
き
る
ボ
ケ
症
状
で
あ
る

と
言
え
る
の
で
す
。

＜
予
防
は
血
繭
を
老
化

さ
せ
な
い
こ
と
∨

予
防
策
と
し
て
は
、
何
と
い
っ
て
も

血
管
を
老
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
こ
で
、
血
管
の
若
さ
を
保
つ
に

は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
た
ら

い
い
か
、
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
何
よ
り
も
青
血
圧
を
予
防
す
る
こ
と

で
す

す
。
祭
壇
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
肥
満
を
鰹
消
し
ま
し
ょ
う

肥
満
は
心
臓
へ
の
負
担
を
大
き
く

し
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
誘
因
に
な

り
ま
す
。
食
生
活
を
改
善
し
ま
し
ょ

●
’
○

●
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

適
度
な
運
動
は
、
血
液
の
循
環
を
よ

く
し
、
新
陳
代
謝
を
促
し
ま
す
の
で
、

血
管
の
弾
力
性
を
高
め
、
全
身
的
な
老

化
を
防
ぐ
た
め
に
、
た
い
へ
ん
有
効
で

す。
さ
あ
、
若
々
し
い
血
管
を
保
つ
た
め

に
、
あ
な
た
も
予
防
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
腹
に
カ
を
入
れ
て
立
つ

○
胸
を
張
り
、
あ
ご
を
引
い
て
立

つ

▽
背
柵
の
構
造
と
腰
痛
が
起
り
や
す

い
理
由

背
骨
は
椎
間
板
が
交
互
に
組
み

合
わ
さ
り
、
全
体
的
に
を
た
ら
か

な
S
字
型
を
描
い
て
い
ま
す
。
不

自
然
な
姿
動
を
続
け
る
と
、
骨
盤

腰
痛
の
予
防
と
治
簾
に
は
、
日
常

生
活
で
の
正
し
い
姿
勢
や
動
作
に
気

を
配
る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で

す。

か
か
り
、
そ
こ
た
け
早
く
老
化
し

無
理
が
き
て
痛
み
の
原
因
と
在
り

ま
す
。
寝
具
が
や
お
ら
か
す
ぎ
る

と
、
背
中
と
骨
盤
が
へ
こ
ん
で
頗

e
m
易
暮
ら
〟
用
途

▽
正
し
い
婆
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椎
が
反
る
格
好
に
余
る
の
で
よ
く

○
足
の
親
指
に
力
を
入
れ
て
立
つ
　
　
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ひ
ざ
を
曲
げ
会
い
で
立
つ
　
　
　
　
　
（
3
B
体
操
講
師
　
北
川
雅
子
）
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○】 �も �鹿 児 �虎 児 �大 

内 �え �き �き �型 
な �本 縛 か �本 縛 か �家 

合 繊 �い つ （ �ら 南 倒 地 区 �ら 北 個 地 区 �庭 ゴ く 

プ　空 � � �べ　テ 

9 月 14 �ラカ スン チヽ ツ空 �9 月 �9 月 �ツレ トビ 机冷 

目 及 び �クビ 製ン 品、 、ガ �28 日 �14 日 �、蔽 い庫 す、 、家 自具 

ゴ　ラ �� 

9 �ムス 等窄 陶 器 �水 �水 �転、 

月 �� � �車建 等暴 
28 日 ����ふ 

類 ���と ん 

9月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り口 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（木） � �虫生津、上別府（花園）、若 松、尾崎 

2（金） �東町 �広渡 

3（土） �の一都 � 

5（月） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

6（火） �虫生津 � 

7（水） � �別府、木守、老良 

13（火） �塞臥（艶誕悲側）購、 � 

14（水） �旧停（旧3号線南側）鬼津、 新町、遠賀川の一部 �別府、鬼津、上別府（商家） 

16（金） �遠賀川 � 

17（土） �遠賀川 �千代丸、鬼津（小鳥掛）、別 

119（月） �遠賀川、新町 � 

20（火） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

21（水） �新町、広渡（申隼田）別府 � 

22（木） � � 

24（土） � � 

26（月） � � 

27（火） �別府 � 

28（水） �尾崎、別府の一部 � 

29（木） � �老良 

30（金） �浅木 � 

福
岡
県
で
は
、
救
急
医
療
に
対
す
る
県
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
得

ろ
た
め
、
昨
年
度
か
ら
救
急
の
日
（
9
月
9
日
）
と
救
急
医
猿
週
間
（
9

月
6
日
～
9
月
1
2
日
）
を
設
け
ま
し
た
。

◎
福
岡
県
の

救
÷
患
医
療
体
制

福
岡
県
で
は
、
市
町
村
、
消
防
署
、

医
師
会
及
び
関
係
医
療
機
関
の
協
力
を

得
て
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
救
急
医
療
体
制
の
避

値
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の

必
　
要
　
性

常
日
ご
ろ
か
ら
、
な
ん
で
も
相
談
で

き
る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
（
か
か
り
つ
け

の
医
師
）
を
持
つ
よ
う
に
し
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
は
、
患
者
の
体
質
と

か
特
長
、
か
か
り
や
す
い
病
気
、
日
常

生
活
、
性
格
、
家
庭
の
こ
と
な
ど
よ
く

知
っ
て
い
る
の
で
、
緊
急
時
に
も
正
確

な
判
断
が
早
く
で
き
ま
す
。
た
と
え
他

の
病
院
で
救
急
医
寂
が
な
さ
れ
る
に
し

て
も
、
紹
介
や
助
言
が
適
切
に
な
さ
れ

ます。

対
す
る
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

○
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
は
自

分
で
、
家
族
の
健
康
は
家
庭
で

守
り
ま
し
ょ
う
。

○
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
正
し

い
応
急
手
当
の
知
誠
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○
急
病
以
外
は
診
療
時
間
内
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

○
救
急
車
の
安
易
な
利
用
は
さ
け

ま
し
ょ
よ
ノ
。

9
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

◎
救
息
医
療
体
制
に

理
解
と
協
力
を

救
急
医
療
に
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発

生
す
る
か
予
測
で
き
な
い
事
故
や
病
気

に
対
し
、
即
時
に
し
か
も
万
全
の
対
応

が
せ
ま
ら
れ
る
と
い
う
困
難
怪
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
休
日
や
時
間
外
、
夜
間

な
ど
は
普
通
の
診
療
時
間
と
異
な
り
、

人
手
不
足
な
ど
で
苦
労
す
る
場
合
が
多

い
の
で
す
。
行
政
機
関
や
医
療
関
係
者

も
、
今
後
さ
ら
に
救
急
医
痕
体
制
の
充

実
に
努
力
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
そ
の

点
に
ご
官
憲
の
上
、
救
急
医
療
体
制
に
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遷塵麺顛㊨
血液をつくる

大切な成分一一」圏

ミネラル（無機質）には、かレシウム、リ
ン、鉄などがあります。このうち、鉄は血液

をつくる大切な成分として、なくてほならな
いものです。

鉄は血液の中で酸素を運ぶ役目をするヘモ
グロビンの重要な成分です。ですから、この

鉄の摂取がスムーズに行あれれ、と、血液を
つくるのに支障をきたし、貧血の原因になり

ます。

貧血症状は、一般的に男性に比べて女性に

多く見られます。厚生省の調査によりますと、

成人女性（25歳－49歳）の5人に1人が貧血

気味です。そして、約10人に1人（8－13％）

は、明らかに貧血であると報告されています。

なかでも深刻なのは、妊婦および授乳婦で、
妊娠前期では18％、妊娠後期では39％、授乳

期でも23％が貧血という結果がでています。

女性の貧血は、本人だけでなく、妊娠・出
産・授乳の過程で、胎児や乳児の成長にも大
きな影響を及ぼすかナですから注意が必要で
す。
貧血の原因はいろいろ考えられますが、ア
ンバランスな食事による栄養不足、とり劉ナ

鉄の摂取不足による場合が多いようです。
鉄を多く含む食品としては、まず緑黄色野

菜（ホウレンソウ、コマツナ）、魚肉、卵黄が

あげられます。

鉄の摂取量は、ふつう成人で1日当たり、

男子が10mg、女子が12mgといわれています。

鉄の不足で貧血になられ、ために、常に栄養
のバランスに注意しましょう。

子

宮

外

妊

娠

㈲

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

卵
管
破
裂
で
は
ど
ん
な
庭
瀬
が
お
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

普
通
は
子
宮
出
血
が
先
に
起
こ
り
ま

す
。
こ
の
出
血
は
、
月
経
と
大
差
な
く

少
量
の
出
血
が
出
た
り
止
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
止
血
剤
、
ホ
ル
モ
ン
剤
あ
る

い
は
内
膜
ソ
ー
ハ
術
を
行
っ
て
も
な
か

な
か
止
ら
な
い
の
か
特
徴
で
す
。
た
ま

た
ま
急
に
股
座
が
高
ま
っ
た
場
合
、
例

え
ば
ト
イ
レ
で
リ
キ
ム
こ
と
、
階
段
の

上
り
下
り
、
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
、

あ
る
い
は
性
交
時
急
に
腹
が
引
き
裂
か

れ
る
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
て
卒
倒
し
ま

す
。
こ
れ
は
腹
膜
刺
激
症
状
と
言
い
ま

し
て
、
骨
盤
内
に
大
量
の
血
液
が
吐
き

出
さ
れ
る
た
め
に
起
こ
り
、
血
圧
は
下

り
、
脈
は
速
く
な
り
、
そ
し
て
弱
く
て

触
れ
な
く
な
り
、
手
足
は
冷
た
く
吐
気

が
起
こ
り
意
識
が
無
く
な
り
ま
す
。

子
宮
外
妊
娠
の
痘
状
は
ひ
ど
い
も
の

も
あ
〇
、
－
万
で
は
軽
い
も
の
も
あ
る

の
で
す
ね
。

ソ
ウ
デ
ス
。
今
申
し
ま
し
た
の
は
急

性
型
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
。
こ

れ
に
比
べ
て
腹
圧
や
出
血
も
軽
く
、
全

身
状
態
も
良
好
で
長
い
経
過
を
と
ろ
慢

性
型
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
最
近

は
こ
の
慢
性
型
の
方
が
多
く
な
っ
て
い

ろ
の
は
事
実
で
す
。

で
は
、
こ
の
軽
症
で
あ
り
慢
怪
の
経

過
を
と
る
の
は
他
の
病
気
と
間
違
わ
れ

る
事
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
症
状
が
軽

い
と
き
は
、
自
然
流
産
、
月
経
困
難
症

急
性
卵
管
炎
、
虫
垂
突
起
炎
、
陽
閉
塞

等
に
間
違
わ
れ
る
の
で
す
。
子
宮
外
妊

娠
は
、
全
く
診
断
の
雉
か
し
い
病
気
で

す。
腹
痛
や
出
血
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ

病
院
で
膨
断
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
ね
。

症
状
の
軽
い
子
宮
外
妊
娠
も
あ
り
ま

す
の
で
診
察
が
必
要
で
す
。
不
幸
に
し

て
失
神
状
態
に
な
っ
て
や
っ
と
子
宮
外

妊
娠
と
わ
か
っ
た
場
合
で
も
す
ぐ
処
置

を
受
け
る
と
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り
助

か
る
率
が
思
い
の
で
す
。
こ
れ
に
反
し

て
子
宮
外
妊
娠
の
診
断
を
受
け
て
も
医

師
の
指
示
に
従
わ
な
い
で
グ
ズ
グ
ズ
し

て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
入
院
し
た
く

で
も
、
い
ろ
ん
な
蒋
情
で
入
院
で
き
な

い
人
に
は
、
第
二
、
第
三
の
発
作
（
内

出
血
）
が
お
こ
り
ど
う
に
も
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

子
宮
外
妊
坂
の
場
合
、
す
べ
て
赤
ち

ゃ
ん
は
だ
め
に
な
る
の
で
す
ね
。

ソ
ウ
デ
ス
。
そ
し
て
開
腹
術
に
よ
り

出
血
し
て
い
る
場
所
を
取
除
か
ね
は
な

り
ま
せ
ん
。
例
外
と
し
て
腹
腔
妊
娠
の

場
合
は
、
生
き
た
赤
ち
ゃ
ん
が
得
ら
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

A
開
聞
闊
胤
拶
V

河
中
　
指
昏
　
迷

梅
雨
け
ぶ
る
波
津
の
浜
辺
に
見
ろ
沖
は

果
て
さ
え
わ
か
ず
立
つ
波
荒
し
大
場
　
房
江

波
都
港
の
海
に
映
え
た
る
標
識
は
神
助

皇
后
の
班
節
と
も
見
ろ
　
垂
広
　
　
勝

妙
見
様
の
見
守
る
海
は
雨
ふ
く
む
空
を

う
つ
し
て
船
影
も
な
し
　
井
口
　
絹
子

磯
風
を
受
け
い
し
枝
は
曲
り
い
る
妙
見

様
の
庭
の
公
孫
観
は
　
　
福
田
か
め
の

怒
り
日
の
海
は
瀞
け
し
わ
が
耳
に
き
こ

ゆ
る
波
の
か
す
か
な
調
べ

久
野
き
よ
の



9月上期の遠賀町主要行事

日 �暖 �毎∴∴薯　　内　　容 �時　　　間 �実施会場 �担当課名i目的及び主な対象等 ��詳　細 

l �木 �草花づ　く　り　講座 � �中央公民館 �社会締課iどなたで脚できます �� 浅木小学校 体育館 �社鎖育課車で脚できます �� 

壮年ソフトボール 監　督　会　議 �19：30－ �勤労者 体育センター �社会教育課 �各チーム監督 �12ページ 

2 �金 �読　　蕾　　静　　座 � �中央公民館 �社会教育課ir青い麦」会員で申込者 �� 

鯨　細　工　教　室　⑨ � �中央公民館 �社会教育課I鯛工数艶 �� 

4 �日 � �8：40・－ �駅南グランド �社会教育課 �応援をお願いします �12ページ 

5 �月 �定　例　区　長　会 �13：00・－ �役∴∴∴揚 第2会議室 �庶∴寄∴糠 �各軍長 � 

6 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30 �役場保健室 �住　民　課 �妊産婦 母子手帳交付 �14ページ 

7 �水 �老　　人　　大　　学 � �中央公民館 �社会教育課 �老人大学生 � 

8 �木 �老人ク　ラブ会長会 �9：30－ �老人憩の家 �福祉課（各区老人クラブ会長 �� 
浅木小学校 体育館 �社会教育課 �8回コース � 

9 �金 �鯨　細　工　教　室　⑩ � �中央公民館 �社会教育課 �鯨細工教室生 � 

11 �日 � �7：40－－ �駅南グランド �齢教育課i応援糊、します ��12ページ 

12 �月 �心∴配！こ　と　相　談 � �公民館別館 �福祉課匡士棚談に応じます ��下　　段 

13 �火 �婦　人　学　級　⑨ � �中央公民館 �社会教育課i婦人学艦 �� 

14 �水 �老　　人　　大　　学 � �中央公民館 �社会教育課l老人大学生 ��i i 

⑮ �木 �敬　　　　老　　　　会 �受付 9：00－ 式典 10：00－ �島門小学校 体育館 �ス �� 浅木小学校 体育館 

広漠小学校 体育館 

選　挙　人　名　簿　の　縦　覧

昭和58年9月2日選挙人名簿に登録する氏名等記載した書面を次のとおり縦覧に供します。

＞日　時　昭和58年9月3日（土）一9月7日（水）8時30分－17時まで　　D場　所　遠賀町役場庶務課窓口

第
一
一
土
曜
日
（
金
融
機

関
休
業
日
）
の
納
税
は

収
入
役
室
会
計
窓
口
で

8
月
か
ら
、
各
金
融
検
閲
と
も
毎
月

第
二
土
曜
日
が
休
業
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
当
日
の
逓
賀
借
用
金
麿
役

場
内
派
出
所
で
の
納
税
な
ど
は
、
収
入

役
室
会
計
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
料
金
の
納
入
は
、
6
番

窓
口
の
中
間
水
道
で
受
付
け
ま
す
。

金
融
機
関
の
休
業
に
伴
っ
て
、
納
税

申
告
蕾
の
提
出
、
納
付
な
ど
の
期
限
が

そ
の
月
の
第
二
土
曜
日
に
当
た
る
場
合

は
、
日
曜
日
や
国
民
の
祝
日
そ
の
他
一

般
の
休
日
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
期

限
が
翌
週
月
曜
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
源
泉
所
得
税
の
納
期
限
は

通
常
、
翌
月
1
0
日
で
す
が
、
こ
の
日
が

第
二
土
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の

翌
々
日
の
1
2
日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す

弁
護
士
に
相
殿
は
？

－
心
配
ご
と
柏
甑
に
弁
済
士
が
応
対
－

内
川
昭
司
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

相
談
さ
れ
た
こ
と
は
秘
密
で
相
談
料
は

無
料
で
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
9
月
1
2
日
（
月
）

1
3
時
～
1
6
時
ま
で

∇
場
　
所
　
公
民
館
別
館


